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●会社概要

会社名 鴻池運輸株式会社
本社 （大阪）大阪市中央区伏見町

（東京）東京都中央区銀座
創業 1880年（明治13年）5月

<事業内容>
・ドライ倉庫や冷凍冷蔵倉庫を拠点とし、
トラック・鉄道などを利用した物流業務、
流通加工業務

・メーカー様の工場内での請負業務。
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●サステナビリティ

<基本理念>
「人」と「絆」を大切に、
社会の基盤を革新し、
新たな価値を創造します

<行動方針>
事業活動を通じ、環境負荷
低減に貢献するよう積極的
に取り組む
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●カーボンニュートラルへの取組み
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環境負荷低減への取組みご紹介

モーダルシフト 低公害車の導入

水素を燃料とする
燃料電池フォークリフト

ダブル連結トラック運行
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モーダルシフト

トレインクロスドックサービス

（2024年4月より）
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ダブル連結トラック運行
（2024年7月より）

（卸し）
関西エリア

（積み）
関東エリア

（卸し）
関東エリア

（積み）
関西エリア

鴻池運輸
島田金谷

スイッチセンター
（静岡県）

S社様

D社様

ドライバー交替

ドライバー交替

・労働環境の改善

・物流の効率化＋CO2排出削減
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低公害車の導入

CO2,NOX,PM排出が少ない低公害車の導入を推進

東海支店
EVトラック

関東支店
電気自動車

和歌山支店
電気自動車
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●燃料電池フォークリフトの活用事例

メーカー：豊田自動織機様
型式 ：8FB25 ｶｳﾝﾀｰ式
能力 ：2.5ｔ
仕様 ：燃料電池（FC）
発売 ：2016年

導入時期：2018年
導入台数：2台（現在は3台）

※2024年9月 第二世代が発売
（4輪/2.5t/ｶｳﾝﾀｰ）

使用場所：愛知県高浜市
豊田自動織機様 高浜工場内

環境負荷低減に向けた取組の一環で購入を決定



安全

自動
化

環境

MIRAI(ミライ)の燃料電池セル搭載

稼働時のCO2排出量ゼロと充填約3分で8時間稼働により
お客様の低炭素化と作業効率向上に貢献

●燃料電池フォークリフトとは

※豊田自動織機様 ご提供資料
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●燃料電池フォークリフトの活用事例

2018年2月2日 LOGISTICS TODAY 掲載

2018年2月6日 化学工業日報 掲載

※FCFL＝Fuel Cell（燃料電池）



●燃料電池フォークリフト概要

酸素（空気）

水素 充填

電気

FC
スタック

O２

水タンク
（排水）

蓄電装置

荷役用
モーター

走行用
モーター水素

ステーション

リフト内部
（FCユニット）

Ｈ２

発電

E

タイヤ駆動

リフト操作

12

水素
タンク



●フォークリフトの種類/比較
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2024.4

補助対象であることを
メーカー様や販売会社
様、愛知県発信の情報
等で入手

2024.10上旬 2024.10下旬 2025.2

社内決裁にて、
補助事業申請を
決定

環境省・
愛知県への
補助金申請

設備導入

情報入手 決議 申請 完成・納車

【背景】
※2020年2月に導入した、燃料電池フォークリフトが、2025年2月に5年リースを満了
するため、
導入（更新）時期の計画を2025年2月度としていた。

●導入するまでの流れ（環境省への補助金申請）



自治体からの導入支援を活用し、
導入費用の低減に向け、活動中

＜参考＞希望小売価格と補助金のイメージ

ｶﾞｿﾘﾝﾌｫｰｸﾘﾌﾄFCﾌｫｰｸﾘﾌﾄ

環境省補助金
（差額の1/2）(※２)

(仮)実売価格(※４)

自治体補助金

差額

(仮)希望小売価格

(※1)再エネ水素設備補助(~19年度)
(※2)導入実績ある場合、補助率1/3(21年度~)
(※3)大企業は、補助率1/4

(※4)自治体補助制度により、実売価格は変わる

(年度)

●[ご参考]補助金状況

FCFLの導入補助金について

※豊田自動織機様 ご提供資料

2023年度 東京、京都府で新たに補助金制度が導入。水素設備補助金も開始。

2台 購入 2台 代替1台 購入 1台 代替
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●環境負荷軽減（CO2削減量）

※トヨタL＆中部様 ご提供資料
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●現場の声（使用状況等）

・走行・荷役操作ともに、バッテリー車と変わらず使える

・電圧（充電）不足によるパワーダウンがない

・充電する手間がない

効率的かつストレスなく、安心してリフト業務にあたれる

水素ステーションまで充填しにいかなければならない

（メリット）

（デメリット）

・バッテリー液の補給が不要

・リフト停機位置の融通がきく
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●今後の展望

実質CO2ゼロ電力への切替促進 太陽光エネルギーの利用

産業廃棄物のリサイクル事業

モーダルシフトの推進

環境負荷低減と物流効率化を両立するインドでの鉄道輸送事業

バイオディーゼル燃料の活用

グリーン認証 エコキャップ運動 フードドライブ運動



ご清聴ありがとうございました

ご安全に

※創業の地「伝法」への恩返しとして、毎年、春・秋に清掃活動を実施
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